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―令和４年度施政方針と予算のあらまし―
詳しくは 詩財政課☎788－4905

　２月22日㈫から開催された３月定例市議会で、令和４年度当初予算案が可決されました。

　予算総額は、一般会計、特別会計、公共下水道事業会計を合わせて413億7,908万8千円で、

前年度に比べると3.7パーセントの増額となっています。

夢と希望を未来へ

令
和
４
年
度

施
政
方
針
（
要
旨
）

桶川市長

小 野 克 典

立
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を

図
る
た
め
、
歳
入
の
確
保
や
歳
出
の
削

減
、
借
入
金
の
抑
制
や
基
金
の
積
み
立

て
、
指
定
管
理
者
制
度
や
民
間
活
力
の

導
入
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

健
全
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
数
年
は
、
歳
入
は
概
ね
同
水
準
で

推
移
し
て
い
る
一
方
、
歳
出
に
お
い
て

は
、
社
会
保
障
経
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
の
増
加
や
新
た
な
行
政
需
要
の
増
加

な
ど
を
背
景
に
、
経
常
経
費
が
増
加
す

る
こ
と
で
多
額
の
収
支
不
足
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え

将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
向

け
た
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
及
び
障
害

者
福
祉
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
江
川
周
辺
の
防

災
対
策
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
や
、
市
内
小
中
学
校
の
体
育
館

空
調
設
備
整
備
な
ど
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
の
よ
り
一
層
の
充

　

改
め
て
令
和
３
年
度
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
様
々
な
感
染
予
防
対

策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推

進
な
ど
に
全
力
を
尽
く
し
た
１
年
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
、
未
だ
事

態
の
収
束
が
不
透
明
な
コ
ロ
ナ
禍
に

し
っ
か
り
と
立
ち
向
か
い
、
市
長
と

し
て
の
職
務
を
全
力
で
全
う
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
市
民

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
こ
れ
ま
で

培
っ
た
経
験
と
実
績
を

礎
い
し
ず
え

と
し
、
夢

と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
過
去
に
例
の
な
い
極
め
て
厳

し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
確

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
の
編
成
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
５
つ
の
重
点
分
野

と
し
て
「
安
心
安
全
で
利
便
性
の
高
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
こ
ど
も
が
輝

き
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」、「
高
齢
者
が
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」、「
に
ぎ
わ
い
や
活
力
に
満
ち
あ

ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

そ
し
て
「
新
た
な
時
代
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
を
位
置
付
け
、
優
先

的
に
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
も
、「
桶
川
市
第
五
次

総
合
振
興
計
画
」
の
将
来
都
市
像
で
あ

る
「
み
ん
な
で
つ
く
り
育
む
活
気
あ
ふ

れ
る
交
流
拠
点
都
市
お
け
が
わ
」
の
実

現
と
、「
夢
と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御
指
導
と
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　（
各
分
野
の
個
々
の
事
業
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

会計別の予算

会　計　名 予 算 額 前年度比

一　般　会　計 25,237,000 5.2%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険

特 別 会 計
7,366,000 0.1%

介 護 保 険

特 別 会 計
5,987,000 1.0%

後期高齢者医療

特 別 会 計
1,288,000 13.2%

公共下水道事業

会　　　　　計
1,501,088 1.2%

合　　計 41,379,088 3.7%

小数点第２位を四捨五入

（単位：千円）

当 予 あの ま し初 算 ら

歳

入

歳

出

　

歳
入
総
額
は
、
252
億
３
，

７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
5.2
％
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、

市
税
（
市
民
税
、
固
定
資

産
税
な
ど
）
で
41
・
０
％

を
占
め
、
103
億
３
，
５
８

１
万
３
千
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が

国
庫
支
出
金
で
41
億
１
，

９
０
４
万
１
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
以
下
、
地
方

交
付
税
、
県
支
出
金
、
市

債
、
地
方
消
費
税
交
付
金

と
続
い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
総
額
も
歳
入
と
同

じ
252
億
３
，
７
０
０
万
円

で
す
。

　

歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
115
億
592
万
６

千
円
で
45
・
６
％
を
占
め
、

次
に
、
総
務
費
28
億
５
万

８
千
円
、
以
下
、
公
債
費
、

教
育
費
、
衛
生
費
、
土
木

費
と
続
い
て
い
ま
す
。

一

般

会

計

内

訳

教育費
25億4,539万7千円

（10.1％）

消防費
9億9,693万4千円

（4.0％）

その他
6億2,913万2千円

（2.5％）

地方消費税交付金
15億5,000万円

（6.1％）

繰入金
10億9,609万6千円

（4.3％）

市税
103億3,581万

3千円

（41.0％）

地方交付税
28億7,000万円

（11.4％）

市債
17億3,260万円

（6.9％）

国庫支出金
41億1,904万1千円

（16.3％）

県支出金
17億9,858万2千円

（7.1％）

諸収入
6億4,982万5千円

（2.6％）

使用料及び手数料
2億5,676万2千円

（1.0％）

その他
8億2,828万1千円

（3.3％）

一般会計

歳 入
252億3,700万円

一般会計

歳 出
252億3,700万円

民生費
115億592万

6千円

（45.6％）

総務費
28億5万8千円

（11.1％）

土木費
18億1,549万1千円

（7.2％）

公債費
26億3,883万

5千円

（10.4％）

衛生費
23億522万7千円

（9.1％）

教育費
25億4,539万7千円

（10.1％）

民生費
115億592万

6千円

（45.6％）

総務費
28億5万8千円

（11.1％）

公債費
26億3,883万

5千円

（10.4％）

衛生費
23億522万7千円

（9.1％）
市税

103億3,581万

3千円

（41.0％）

地方交付税
28億7,000万円

（11.4％） 国庫支出金
41億1,904万1千円

（16.3％）

市債
17億3,260万円

（6.9％）

県支出金
17億9,858万2千円

（7.1％）

今
年
度
の
主
要
事
業
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
　
　

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

１
４
２
万
８
千
円

　

「
第
四
次
桶
川
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
市
民

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
の
積
極
的
な
参
画

の
推
進
や
男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
「
ア

ソ
シ
エ
」
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

４
，
６
４
２
万
５
千
円

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
団
体
へ
補

助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
町
会
・
自
治
会

な
ど
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業

３
７
２
万
７
千
円

　

市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
の
活
動

や
協
働
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
主
役
の
桶
川
を
つ
く
る

【
参
画
・
協
働
】
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○
協
働
提
案
事
業
補
助
金

１
０
０
万
円

　

市
民
活
動
の
活
性
化
や
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
提
案
事
業
実
施
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
体
育
館
空
調
設
備
整
備
事
業

１
，
８
０
０
万
円

　

昨
今
の
記
録
的
猛
暑
な
ど
に
鑑
み
て
、

市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
体
育
館
に
空

調
設
備
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
令
和
４
年

度
は
桶
川
小
学
校
、
加
納
小
学
校
、
川
田

谷
小
学
校
、
桶
川
西
小
学
校
に
お
い
て
設

置
の
た
め
の
設
計
委
託
を
実
施
し
ま
す
。

○
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
事
業

２
億
９
，
０
２
６
万
３
千
円

　

川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

に
伴
い
、
令
和
４
年
度
か
ら
２
か
年
の
継

続
事
業
と
し
て
施
設
の
大
規
模
改
修
を
実

施
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
と
利
便
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

○
学
校
プ
ー
ル
民
間
委
託
事
業

８
７
０
万
３
千
円

　

民
間
事
業
者
の
施
設
を
利
用
し
て
、
中

学
校
の
プ
ー
ル
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
的
な
授
業
の
実

○
脱
炭
素
推
進
事
業１

，
６
４
９
万
４
千
円

　

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
の
た
め
令
和
３

年
10
月
30
日
に
表
明
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
の
実
現
に
向
け
、
市
民
な
ど

へ
の
普
及
啓
発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
促
進
、
ご
み
減
量
化
な
ど
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

○
通
学
路
安
全
対
策
事
業１

，
３
５
０
万
円

　

市
内
小
・
中
学
校
な
ど
の
通
学
路
の
交

通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
実
施
し
た
、
通

学
路
安
全
総
点
検
に
よ
る
危
険
個
所
に
つ

い
て
、
舗
装
修
繕
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設

置
な
ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
防
災
計
画
策
定
事
業

５
４
０
万
円

　

法
令
お
よ
び
国
・
県
の
上
位
計
画
に
基

づ
き
、
近
年
の
災
害
の
教
訓
な
ど
最
新
の

知
見
や
新
た
な
動
向
を
踏
ま
え
て
、
災
害

に
備
え
る
た
め
の
よ
り
実
効
性
の
高
い
地

域
防
災
計
画
へ
改
訂
し
ま
す
。

○
道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

３
，
４
０
０
万
円

　

道
路
照
明
灯
の
電
気
使
用
量
の
削
減
や

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の

軽
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
市
内
全
域
で
道

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

○
い
ず
み
の
学
園
整
備
事
業

１
，
４
０
０
万
円

　

建
築
か
ら
47
年
経
過
す
る
い
ず
み
の
学

園
に
つ
い
て
、
老
朽
化
対
策
と
併
せ
、
近

年
多
発
す
る
災
害
へ
の
対
策
を
図
る
た
め
、

水
害
危
険
度
の
低
い
場
所
へ
の
移
転
整
備

を
行
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
設
計
お
よ

び
地
質
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
予
防
接
種
事
業
（
子
宮
頸
が
ん
・
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
）

１
，
４
６
２
万
１
千
円

　

12
歳
か
ら
16
歳
の
女
子
を
対
象
に
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
勧
奨
を

開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
50
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業６

０
０
万
円

　

感
染
症
対
策
の
徹
底
な
ど
業
務
量
が
増

加
し
て
い
る
保
育
士
の
負
担
を
軽
減
し
、

離
職
防
止
を
図
り
、
安
定
的
な
保
育
所
運

営
を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
補
助
者
を
雇

い
上
げ
る
民
間
事
業
者
な
ど
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

○
母
子
保
健
事
業
（
産
婦
健
診
、
産
後
ケ

ア
）

３
９
４
万
８
千
円

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
な
い
支
援
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
る

た
め
、
新
た
に
産
後
健
診
の
助
成
を
開
始

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
上
日
出
谷
南
２
号
調
整
池
整
備
事
業

１
億
６
，
０
５
８
万
２
千
円

　

上
日
出
谷
南
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
う
、
雨
水
流
出
抑
制
対
策
と
し
て
整

備
を
進
め
て
き
た
調
整
池
を
令
和
４
年
度

に
完
成
さ
せ
ま
す
。

○
河
川
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫
推
進
事
業

８
，
６
８
５
万
円

　

河
川
の
流
下
能
力
を
確
保
し
、
浸
水
被

害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
石
川
川
の
浚
渫

工
事
並
び
に
高
野
戸
川
、
江
川
流
域
水
路
、

舎
人
調
整
池
お
よ
び
東
部
都
市
下
水
路
を

浚
渫
す
る
た
め
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
道
の
駅
推
進
事
業

２
，
８
２
３
万
円

　

地
域
の
魅
力
発
信
・
産
業
の
振
興
・
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を

整
備
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
は
令
和
６

年
度
中
の
開
業
予
定
に
向
け
、
設
計
・
建

設
お
よ
び
維
持
管
理
・
運
営
を
一
括
し
て

行
う
事
業
者
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

○
平
和
祈
念
館
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
発
信
事

業

７
０
０
万
円

　

映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
媒
体
で
魅
力
発
信
す
る
と

施
、
教
員
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

に
よ
る
泳
力
の
向
上
お
よ
び
長
期
的
な

プ
ー
ル
維
持
管
理
経
費
の
削
減
を
図
り
ま

す
。
令
和
４
年
度
は
桶
川
東
中
学
校
、
桶

川
西
中
学
校
の
２
校
で
実
施
し
ま
す
。

○
給
食
室
ト
イ
レ
改
修
事
業

１
，
１
０
０
万
円

　

感
染
症
対
策
、
調
理
室
の
衛
生
環
境
の

向
上
お
よ
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
、

市
内
小
・
中
学
校
給
食
室
の
調
理
員
専
用

ト
イ
レ
を
改
修
し
ま
す
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
通
信
費
助
成
事
業

５
７
０
万
円

　

家
庭
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
伴

う
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
就

学
援
助
費
お
よ
び
特
別
支
援
就
学
援
助
費

の
対
象
世
帯
に
対
し
て
、
通
信
費
を
助
成

し
ま
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

２
億
８
，
４
６
５
万
２
千
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
お
よ
び
重
症
化
予
防
の
観
点
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
初
回
接
種

（
１
・
２
回
目
）
が
完
了
し
て
い
な
い
市
民

へ
の
接
種
機
会
の
提
供
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
２
回
目
の
接
種
が
完
了
し
た
市
民

全
て
に
対
し
て
追
加
接
種
（
３
回
目
）
の

路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
ま
す
。

昨
年
度
は
試
験
的
に
路
線
を
選
定
し
実
施

し
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
以
降
は
計
画

的
に
整
備
を
し
市
内
全
域
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

図
り
ま
す
。

○
愛
宕
東
線
整
備
事
業

１
，
６
０
０
万
円

　

愛
宕
東
線
の
全
体
計
画
延
長
１
，
０
８

０
ｍ
の
う
ち
約
880
ｍ
が
土
地
区
画
整
理
事

業
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

か
ら
残
り
の
約
200
ｍ
の
整
備
を
開
始
し
ま

す
。

○
駅
東
口
整
備
事
業１

億
２
２
０
万
４
千
円

　

駅
前
広
場
や
駅
東
口
通
り
線
な
ど
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
安
全
で
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
桶
川
駅
東
口
周
辺
地
区
を
目
指
し

ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、「
駅
東
口
駅
前

広
場
」
整
備
の
た
め
の
用
地
取
得
、
無
電

柱
化
詳
細
設
計
お
よ
び
歩
行
者
用
通
路
な

ど
の
屋
根
の
設
計
、「
市
道
11
―
１
号
線

（
中
山
道
線
交
差
点
付
近
）」
整
備
の
た
め

の
道
路
詳
細
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

○
目
沢
排
水
路
治
水
対
策
事
業

１
，
４
０
０
万
円

　

目
沢
排
水
路
流
域
内
に
お
け
る
道
路
冠

水
の
軽
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
治
水
対
策

し
ま
す
。
ま
た
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
し
て

従
来
の
居
宅
訪
問
型
に
加
え
、
短
期
入
所

型
お
よ
び
通
所
型
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

事
業

３
億
７
，
４
８
９
万
７
千
円

　

地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

伴
い
、
施
設
の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
、

新
た
な
活
動
拠
点
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
こ
と
で
更
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
開
館
は
令
和
４
年
９
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
昇
降
機
改
修
事
業

３
５
０
万
円

　

老
朽
化
し
た
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の

昇
降
機
を
改
修
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
は

設
計
を
実
施
し
、
令
和
５
年
度
に
改
修
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
要
保
護
児
童
訪
問
支
援
事
業１

０
８
万
円

　

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
登
録

さ
れ
て
い
る
要
保
護
児
童
の
う
ち
、
通
告

や
一
時
保
護
を
繰
り
返
す
ハ
イ
リ
ス
ク
世

帯
を
対
象
に
、
ヘ
ル
パ
ー
を
無
償
で
派
遣

す
る
こ
と
で
、
家
事
、
育
児
の
底
上
げ
を

行
い
、
児
童
虐
待
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

と
も
に
館
内
で
の
映
像
展
示
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

○
べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業

７
９
０
万
円

　

べ
に
花
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
べ
に
花

の
咲
き
誇
る
景
観
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

る
啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
総
合
振
興
計
画
策
定
事
業

１
，
３
９
６
万
９
千
円

　

ま
ち
づ
く
り
と
行
政
運
営
の
方
向
性
を

示
し
、
計
画
的
に
施
策
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
総
合
的
な
市
政
運
営
の
た

め
の
指
針
と
な
る
次
期
総
合
振
興
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

○
広
報
事
業

２
，
５
１
２
万
２
千
円

　

市
民
の
身
近
な
情
報
源
と
し
て
広
報
誌

や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
な
る
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
多
様
な
方

法
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
、
開
か

れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

生
き
る
力
を
育
み

次
代
に
繋
げ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
教
育
・
文
化
】

共
に
支
え
合
い
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
健
康
・
福
祉
】

環
境
に
や
さ
し
く
安
心
・
安
全
に

住
み
続
け
ら
れ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
市
民
生
活
】

み
ど
り
と
調
和
し
た

暮
ら
し
や
す
い
桶
川
を
つ
く
る

【
み
ど
り
・
都
市
基
盤
】

計
画
的
で
将
来
を
見
据
え
た

桶
川
を
つ
く
る

【
行
財
政
運
営
】

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る

桶
川
を
つ
く
る

【
産
業
】

※
各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、

　

順
不
同
で
す
。


